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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、その光源からの光を導光する導光体と、その導光体を収容する開口部を有する
枠体と、を収容する凹部を有する筐体を備えており、前記枠体の側壁の外壁面と前記筐体
の内壁面との間隔が前記枠体の角部よりも前記角部の間に設けられる中央部において小さ
いことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記枠体の側壁の外壁面は、前記角部から前記中央部にかけて湾曲している請求項１に
記載の表示装置。
【請求項３】
　前記枠体の側壁の外壁面は、前記角部の間に凸部を有する請求項１に記載の表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトアセンブリを有する表示装置に関し、特に、ノイズの発生を減
少させることができるバックライトアセンブリ及びこれを備えた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、液晶表示装置は、画像を表示する表示部および光を発生して表示部に提供す
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るバックライトアセンブリを含む。バックライトアセンブリは、光源からの光を表示部に
誘導する導光板と、導光板を収容する枠体と、これらの部材を収容する筐体と、を備える
。光源は、例えば、発光ダイオードと、配置された発光ダイオードに電力を供給する実装
基板とで構成される。
【０００３】
　導光板は、発光観測面が矩形の平板形状を有し、光源から出射された光を導光板の一側
面から導光板の内部に入射させる。そして、導光板の内部に入射された光は、進行方向を
変更されて導光板の発光観測面から出射する。
【０００４】
　枠体は、開口部の底面および底面から延長した側壁によって形成された空間に導光板を
収容する。光源は、その発光面が導光板の一側面に対面されて、枠体の側壁と筐体の側壁
との間に収容される。
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１２３１７１号公報。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、筐体に枠体が収容された状態で外部から衝撃又は熱が加えられると、衝
撃又は熱によって枠体や導光板が移動するか、その形状が変形させられて枠体が筐体に接
触する。さらに、枠体と筐体との間の隙間を枠体が移動して、それらの衝突音や摩擦音が
雑音（ノイズ）となる。特に、表示装置が携帯用製品に用いられる場合、表示装置は、一
定の位置に固定されず携帯者の移動によって動くようになる。このような表示装置の移動
によって、枠体と筐体が互いに衝突する可能性が高くなり、その衝突音が表示装置からの
ノイズとなる。
【０００７】
　特開２００５－１２３１７１号公報に開示されるバックライトアセンブリは、導光板と
、枠体との間に生じる隙間の間隔を所定の部位において異ならせることにより、ノイズを
減少させている。これにより、枠体と導光板との衝突によるノイズを低減させることはで
きるが、枠体と筐体との衝突によるノイズは低減させることができない。したがって、上
記バックライトアセンブリは、バックライトアセンブリ全体として、ノイズの発生を十分
に抑えることができない。
【０００８】
　そこで、本発明は、さらにノイズを減少させたバックライトアセンブリを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　以上の目的を達成するために本発明に係る表示装置は、光源と、その光源からの光を導
光する導光体と、その導光体を収容する開口部を有する枠体と、を収容する凹部を有する
筐体を備えており、上記枠体の側壁の外壁面と上記筐体の内壁面との間隔が上記枠体の角
部よりも上記角部の間に設けられる中央部において小さいことを特徴とする。
【００１０】
　上記枠体の側壁の外壁面は、上記角部から上記中央部にかけて湾曲していることが好ま
しい。あるいは、上記枠体の側壁の外壁面は、上記角部の間に凸部を有することが好まし
い。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、ノイズ発生を減少させることができるバックライトアセンブリを提供するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
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　本発明を実施するための最良の形態を、以下に図面を参照しながら説明する。ただし、
以下に示す形態は、本発明の技術思想を具体化するための表示装置を例示するものであっ
て、本発明は表示装置を以下に限定するものではない。
【００１３】
　また、本明細書は特許請求の範囲に示される部材を、実施の形態の部材に特定するもの
では決してない。実施の形態に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、その相対的
配置等は、特に特定的な記載がない限りは、本発明の範囲をそれのみに限定する趣旨では
なく、単なる説明例にすぎない。なお、各図面が示す部材の大きさや位置関係等は、説明
を明確にするため誇張していることがある。さらに以下の説明において、同一の名称、符
号については同一もしくは同質の部材を示しており、詳細な説明を適宜省略する。さらに
、本発明を構成する各要素は、複数の要素を同一の部材で構成して一の部材で複数の要素
を兼用する態様としてもよいし、逆に一の部材の機能を複数の部材で分担して実現するこ
ともできる。
【００１４】
　光源と、その光源からの光を導光する導光体と、その導光体を収容する開口部を有する
枠体と、を収容する凹部を有する筐体を備えた表示装置について、筐体と枠体とによるノ
イズを低減させるため、本発明者らは種々の検討を行った。その結果、上記枠体の側壁の
外壁面と上記筐体の内壁面との間隔が上記枠体の角部よりも上記角部の間の中央部におい
て小さいことを特徴とすることにより課題を解決するに至った。
【００１５】
　図１は、本形態のバックライトアセンブリを示した斜視図であり、図２は、図１に図示
されたバックライトアセンブリの平面図である。以下、図面を参照しながら本形態のバッ
クライトアセンブリについて説明する。
【００１６】
　図１および図２に示されるように、本形態のバックライトアセンブリは、光源からの光
を所定方向に導光する導光板１００と、導光板１００を収容する開口部を有する枠体２０
０と、それらを収容する凹部を有する筐体３００と、を備える。本形態のバックライトア
センブリは、さらに、光を発生する光源を備えることにより表示装置とされる。
【００１７】
　本形態のバックライトアセンブリにおける導光体は、第１から第４側面１０１、１０２
、１０３、１０４と、これらの第１から第４側面１０１、１０２、１０３、１０４の一方
の端辺から延びる反射面１０５と、第１乃至第４側面１０１、１０２、１０３、１０４の
他方の一端辺から延び、反射面１０５と向かい合う出射面１０６とを有する導光板１００
である。
【００１８】
　ここで、第１から第４側面１０１、１０２、１０３、１０４のうち少なくとも一つの側
面は、光源の発光面と向かい合っており、光源からの光を導光板の内部に導入するための
入射面である。反射面１０５は、側面に入射した光を出射面１０６の側に反射させ、出射
面１０６は、側面に入射され導光板内を導光された光を出射する。また、光源は、光を発
生する発光部材と、その発光部材を実装する実装基板と、で構成される。
【００１９】
　図１および図３に示されるように、枠体２００は、導光板１００を収容することができ
る大きさの開口部を有したフレーム状の部材である。すなわち、底面および底面から延び
て導光板１００の収容空間を形成する第１乃至第４側壁２０１ｗ、２０２ｗ、２０３ｗ、
２０４ｗを含む。さらに、枠体は、第１側壁２０１ｗおよび第２側壁２０２ｗが接する第
１角部（Ｃ１）と、第２側壁２０２ｗおよび第３側壁２０３ｗが接する第２角部（Ｃ２）
と、第３側壁２０３ｗおよび第４側壁２０４ｗが接する第３角部（Ｃ３）と、第４側壁２
０４ｗおよび第１側壁２０１ｗが接する第４角部（Ｃ４）と、を具備する。
【００２０】
　さらに、枠体２００は、第１角部（Ｃ１）と第４角部（Ｃ４）との間に第１中央部（Ｄ
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１）を有し、第１角部（Ｃ１）と第２角部（Ｃ２）との間に第２中央部（Ｄ２）を有する
。さらに、第２角部（Ｃ２）と第３角部（Ｃ３）との間に第３中央部（Ｄ３）を有し、第
３角部（Ｃ３）と第４角部（Ｃ４）との間に第４中央部（Ｄ４）を有する。なお、本形態
の枠体における「中央部」とは、開口部を形成する側壁の内壁面と、その反対側の外壁面
との距離を側壁の厚みとして、その厚みが最大の部位とする。
【００２１】
　本形態における枠体の側壁の第１乃至第４外壁面２０１、２０２、２０３、２０４と、
筐体の凹部の第１乃至第４内壁面３０１、３０２、３０３、３０４との間隔は、枠体の角
部（Ｃ１～Ｃ４）よりも中央部（Ｄ１～Ｄ４）のほうで小さくなっている。このような枠
体は、角部と中央部とで同じ厚みを有する側壁について、その中央部を筐体の内壁面の側
に凸となるように撓ませることにより形成することができる他、枠体の側壁の厚みを角部
と中央部とで異ならせて形成することができる。後者による枠体については、導光板と嵌
合させやすく導光板と枠体との位置ずれが抑制されるため前者による枠体と比較して信頼
性の高いバックライトアセンブリとすることができる。本形態のバックライトアセンブリ
においては後者による枠体について説明する。
【００２２】
　すなわち、本形態の枠体について、第１乃至第４角部（Ｃ１～Ｃ４）における第１乃至
第４側壁の厚さをｔ１とし、第１乃至第３中央部（Ｄ１～Ｄ３）における第１乃至第３側
壁の厚さをｔ２とすると、厚さｔ２は、厚さｔ１より大きい。ここで、第１乃至第４側壁
の厚さ（ｔ１，ｔ２）は、枠体の開口部を形成している第１乃至第４側壁の内壁面と、筐
体の内壁面と対面される外壁面との距離で定義される。
【００２３】
　本形態においては、枠体の第１側壁から第４側壁の全ての側壁について、第１乃至第４
側壁の厚さ（ｔ１，ｔ２）を上述のように設定する。このように全ての側壁について設定
すると、枠体と筐体との嵌合が強固なものとなるが、必要に応じて、所定の側壁について
設定してもよい。例えば、光源を配置させる側の側壁には、上述のように壁の厚さを設定
することなく、他の側壁に対しては上述のように側壁の厚さを設定してもよい。なお、第
１側壁から第４側壁のうち、導光板の光が入射される側面に対応する側壁には、光源の側
に向け開放された溝状の凹部があり、そこに光源が収容されている。
【００２４】
　本形態の枠体２００を筐体３００に収容したとき、枠体２００の第１乃至第４角部（Ｃ
１～Ｃ４）では、枠体の形状変形や変位を受容することができる空間が形成される。一方
、第１乃至第３中央部（Ｄ１～Ｄ３）ではそのような空間が殆ど無い。例えば、第１乃至
第４角部（Ｃ１～Ｃ４）において、第１乃至第４側壁の外壁面は、筐体の凹部を形成する
第１乃至第４内壁面に対して、第１距離（ｄ１）だけ離隔される。一方、第１乃至第３中
央部（Ｄ１～Ｄ３）において、第１乃至第４側壁の外壁面は、筐体の第１乃至第４内壁面
に対して、第２距離（ｄ２）だけ離隔される。ここで、第１距離（ｄ１）は、第２距離（
ｄ２）より大きい。したがって、第１乃至第４角部（Ｃ１～Ｃ４）におけるよりも第１乃
至第４中央部（Ｄ１～Ｄ４）においては枠体と筐体との固定が強固になっている。したが
って、筐体の凹部内を枠体が移動することによる摩擦音やぶつかりによるノイズの発生が
低くなる。
【００２５】
　図２に示されるように、枠体２００の開口部により形成された収容空間に導光板１００
が収容される。このとき、開口部を形成する第１乃至第４側壁２０１ｗ、２０２ｗ、２０
３ｗ、２０４ｗの内壁面は、導光板１００の第１乃至第４側面１０１、１０２、１０３、
１０４とそれぞれ向かい合う。
【００２６】
　上述したように、枠体２００の第１乃至第４側壁２０１ｗ、２０２ｗ、２０３ｗ、２０
４ｗの第１乃至第４外壁面２０１、２０２、２０３、２０４と筐体３００の第１乃至第４
内壁面３０１、３０２、３０３、３０４との間隔は、枠体２００の角部（Ｃ１～Ｃ４）よ
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りも角部（Ｃ１～Ｃ４）の間の中央部（Ｄ１～Ｄ４）において小さくするため、枠体２０
０の角部と中央部とで側壁の厚みを異ならせる。
【００２７】
　さらに、枠体２００の第１乃至第４外壁面２０１、２０２、２０３、２０４の具体的な
形状として、第１乃至第４外壁面２０１、２０２、２０３、２０４は、角部（Ｃ１～Ｃ４
）の間に設けられる中央部が筐体の内壁面の側に突出した凸部であることが好ましい。
【００２８】
　あるいは、第１乃至第４外壁面２０１、２０２、２０３、２０４は、角部（Ｃ１～Ｃ４
）から中央部（Ｄ１～Ｄ４）にかけて筐体の内壁面の側に連続して湾曲した曲面であるこ
とが好ましい。このような湾曲面とすることにより、中央部で筐体の内壁面に接し、枠体
が熱膨張により筐体の方向に変形しても中央部の周縁で更に接触面積を増やすことができ
る。そのため、筐体と枠体との嵌合を更に強固なものとすることができ、筐体と枠体によ
るノイズを低減させることができる。また、本形態において、図３に示される上面から見
て、枠体と筐体との関係を上述の構成としたが、枠体の側壁の断面について、上記構成に
加えて、枠体と筐体との関係を上述の構成としてもよい。すなわち、図３に示される上面
に垂直な面で枠体の側壁の断面をとったとき、その断面形状の角部よりも中央部において
筐体の内壁面との間隔が小さくなるようにしてもよい。以下、本形態のバックライトアセ
ンブリの各構成について詳述する。
【００２９】
　（枠体）
本形態における枠体２００とは、筺体３００や導光板１００に対して配置されるものであ
る。枠体２００の形状は、筺体３００や導光板１００の形状に合わせ、種々の形状とされ
る。本形態における枠体２００は、図示されるように、少なくとも導光板１００が収容可
能な開口部を有する凹部あるいは貫通孔を有する。この凹部あるいは貫通孔の大きさおよ
び形状は、収容される導光板１００の大きさ、形状および数に合わせて適宜調節される。
また、枠体２００の開口部を形成する側壁の厚みは、導光板１００の側面と、筐体３００
の凹部の内壁面とにより形成される隙間の大きさより小さい。これにより、導光板１００
の側面と、筐体３００の凹部の内壁面とにより形成された隙間に枠体２００を嵌め込んで
、導光板１００および枠体２００を筐体３００の凹部内に収容することができる。
【００３０】
　本形態にかかるバックライトアセンブリは、導光板の入射面となる側面に当接された枠
体により、発光部材の発光面および入射面とが所定の間隔を有するように対面されている
。
【００３１】
　枠体は、少なくとも側壁の内壁面において、炭酸カルシウム、酸化アルミニウムや酸化
チタンのような光拡散剤や白色系の顔料を有していることが好ましい。このような枠体の
側壁部分は、発光部材からの光を、導光体の入射面の方向に反射させることができる。
【００３２】
　枠体の材料は、実装基板の材料より熱伝導性の低い材料を選択する。例えば、機械的強
度に優れたポリカーボーネート、ポリエーテルエーテルケトン、フッ素系樹脂のような絶
縁性材料とすることができる。さらに、枠体は、炭酸カルシウム、酸化アルミニウムや酸
化チタンのような光拡散剤を含有させた樹脂材料にて射出成型により形成することもでき
る。
【００３３】
　（発光部材）
本形態における発光部材とは、発光ダイオードや半導体レーザなどの半導体発光素子、冷
陰極線管あるいはそれらから種々選択して組み合わせた光源など、導光体に入射させるこ
とができる光を発する光源をいう。本明細書中では、発光ダイオードについて説明するが
これに限定されない。発光ダイオードは、半導体層から放出される光の主波長によって種
々選択させることができる。特に、白色系の混色光を発する発光ダイオードは、好適に利
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用される。このような発光ダイオードは、ＲＧＢ各色を発する発光ダイオードを組み合わ
せたものや、半導体発光素子と、その半導体発光素子から放出された光により励起された
光を発する蛍光体と、を備えた発光ダイオードなど種々のものが挙げられる。青色系が発
光可能な半導体発光素子は、例えば、窒化ガリウム系化合物半導体を利用することによっ
て高輝度に発光させることができる。
【００３４】
　また、本形態における発光ダイオードは、凹部を有するパッケージを備える。その凹部
内に露出された電極と、凹部に配置されたＬＥＤチップとは、金線などの導電性ワイヤー
や、Ａｇ含有エポキシ樹脂などの導電性ペーストなどにより電気的に接続される。パッケ
ージ内はエポキシ樹脂などの透光性樹脂によって封止された表面実装型発光ダイオードが
形成される。
【００３５】
　本形態に用いられるパッケージは、凹部の底部にＬＥＤチップが配置されうるものが好
ましく、エポキシ樹脂、シリコーン樹脂、アクリル樹脂、ＰＢＴ（ポリブチレンテレフタ
レート）、液晶ポリマー、芳香族ナイロンなどの各種樹脂を用いて好適に形成される。
【００３６】
　また、パッケージは、セラミックグリーンシートを積層させ、焼成することにより得ら
れるセラミックパッケージとすることができる。セラミックパッケージは、樹脂材料から
なるパッケージと比較して耐熱性および耐光性に優れるため、高出力かつ信頼性の高い半
導体発光装置とすることができる。
【００３７】
　パッケージ内にはリード電極と電気的に接続されたＬＥＤチップ及び透光性樹脂が好適
に充填されている。ここで、ＬＥＤチップを被覆する透光性樹脂には、必要に応じて蛍光
物質が含有されても良い。
【００３８】
　本形態に用いられる蛍光物質は、ＬＥＤチップの光を波長変換するものである。すなわ
ち、蛍光物質は、ＬＥＤチップの光の少なくとも一部を吸収し、異なる波長を有する光を
発するものである。ここで、蛍光物質は、ＬＥＤチップからの光を、より長波長側に変換
させる蛍光体が好ましい。ＬＥＤチップからの光がエネルギーの高い短波長の可視光の場
合、有機蛍光体であるペリレン系誘導体やＺｎＣｄＳ：Ｃｕ、アルミニウム酸化物系蛍光
体の一種であるＹＡＧ：Ｃｅ（例えば、ＹＡｌＯ３：Ｃｅ、Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ等）
やＥｕ及び／又はＣｒで付活された窒素含有ＣａＯ－Ａｌ2Ｏ3－ＳｉＯ2などの無機蛍光
体など種々好適に用いられる。特に、ＹＡＧ：Ｃｅ蛍光体は、その含有量によってＬＥＤ
チップからの青色系の光を一部吸収して補色となる黄色系の光を発するため、白色系の混
色光を発する高出力な発光ダイオードを、比較的簡単に形成することができる。
【００３９】
　（実装基板）
実装基板は、発光部材を実装して固定、配置するためのものであり、発光部材に電力を供
給するための導体配線が施されている。例えば、銅箔などからなる導電性パターンが形成
されたガラスエポキシ基板や絶縁性樹脂で結合された金属体などによって好適に形成する
ことができる。あるいは、アルミニウムや銅からなる金属材料に絶縁性材料を介して導体
配線が施された放熱性が高い基板とすることができる。なお、本形態おいて、弾性部材か
らの弾性力が基板に均一に掛かるようにするため、比較的強度があるものが好ましく、金
属材料からなる板材がこのましい。また、実装基板は、放熱シートのような熱良導性部材
を介して筺体に密着して配置されることが好ましい。
【００４０】
　（導光体）
本形態における導光体とは、端面の一部から入射された発光部材からの光をその内部の反
射を利用して導光し、所定の光出射面から所望の形状に発光させることができるものであ
る。したがって、発光面の所望形状により、メーター針の針状、液晶バックライト光源と
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して利用可能な板状など種々の形状を取ることができる。導光体は発光ダイオードからの
光或いはその光を波長変換させた光を効率よく発光面から放出するために、透光性を有し
ている。このような導光体の材料としてはアクリル樹脂やエポキシ樹脂、ガラスなど種々
の材料が好適に挙げられる。
【００４１】
　（筐体）
本形態における筐体とは、少なくとも発光部材が配置された基板と、枠体と、導光体とを
収容する凹部を有し、それらの部材を保持する部材である。本形態における筐体３００は
、図１に示されるように、第１乃至第４内壁面３０１、３０２、３０３、３０４により形
成された凹部を有する。
【００４２】
　筐体は、各種光拡散剤を含有した樹脂や金属など種々のものが好適に挙げられる。特に
、発熱を伴う発光ダイオードの放熱性や光反射などを考慮してニッケル、鉄、銅、アルミ
ニウムなどの金属、ステンレスなどの各種合金がより好適に用いられる。筐体の大きさや
形状は、導光体、発光ダイオードおよび基板の大きさや形状に合わせて種々選択できる。
【００４３】
　上述したように、枠体および導光板は、成型性を考慮して、ともに樹脂を材料とするこ
とが多く、一方、筐体は、機械的強度を考慮して金属を材料とすることが多い。ともに樹
脂を材料とする枠体および導光板は、嵌合させ易いが、樹脂を材料とする枠体と、金属を
材料とする筐体とは、嵌合させ難い。したがって、バックライトアセンブリ全体のノイズ
の発生は、枠体および導光板とに起因するノイズよりも、枠体と筐体とに起因するノイズ
のほうが大きいと考えられる。そこで、バックライトアセンブリ全体のノイズを低減させ
るためには、導光板と枠体との嵌合を強固とする以上に、枠体と筐体との嵌合を強固なも
のとする必要がある。本形態のバックライトアセンブリは、枠体と筐体との嵌合を強固な
ものとしているため、従来のバックライトアセンブリと比較して、バックライトアセンブ
リ全体のノイズを低減させることができる。
【００４４】
　以下、本発明に係る実施例について詳述する。なお、本発明は以下に示す実施例のみに
限定されないことは言うまでもない。
【実施例１】
【００４５】
　本実施例のバックライトアセンブリは、光源からの光を所定方向に導光する導光板と、
導光板を収容する開口部を有する枠体と、それらを収容する凹部を有する筐体と、を備え
る。さらに、本実施例におけるバックライトアセンブリに、発光ダイオードを光源として
配置させ、表示装置とする。図１は、本実施例におけるバックライトアセンブリの模式的
な斜視図である。図２は、本実施例におけるバックライトアセンブリの模式的な上面図で
ある。図３は、本実施例のバックライトアセンブリにおける枠体の模式的な上面図である
。本実施例におけるバックライトアセンブリについて、以下、図面を参照しながら説明す
る。
【００４６】
　図２および図３に示されるように、本実施例における枠体２００は、底面と、その底面
から垂直な方向に延びる第１乃至第４側壁２０１ｗ、２０２ｗ、２０３ｗ、２０４ｗによ
り形成された開口部を有する。第１乃至第４側壁２０１ｗ、２０２ｗ、２０３ｗ、２０４
ｗは、第１乃至第４角部（Ｃ１～Ｃ４）で第１厚さ（ｔ１）を有し、第１乃至第４側壁２
０１ｗ、２０２ｗ、２０３ｗ、２０４ｗの中央部（Ｄ１～Ｄ４）で第１厚さ（ｔ１）より
も大きい第２厚さ（ｔ２）を有する。本実施例において、第１厚さ（ｔ１）は、０．６０
ｍｍであり、第２厚さ（ｔ２）は、０．９０ｍｍである。また、枠体の開口部の形状は、
矩形であり、その大きさは、縦が８６．２５ｍｍ、横が１６０．３５ｍｍである。
【００４７】
　本実施例における導光体は、アクリル樹脂の射出成型により形成される板状の導光板で
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あり、第１から第４側面１０１、１０２、１０３、１０４と、これらの第１から第４側面
１０１、１０２、１０３、１０４の一方の端辺から延びる反射面１０５と、第１乃至第４
側面１０１、１０２、１０３、１０４の他方の一端辺から延び、反射面１０５と向かい合
う出射面１０６とを有する。
【００４８】
　導光板１００の第４側面１０４と向かい合う枠体２００の第４側壁２０４ｗには、発光
ダイオードを収容する凹部が設けられている（図示せず）。また、第４側壁２０４ｗは、
発光ダイオードや発光ダイオードが実装された実装基板に嵌合する形状を有する。導光板
１００の第４側面１０４は、発光ダイオードの発光面と向かい合っており、発光ダイオー
ドから出射された光を導光板１００の内部へ導入する。
【００４９】
　図１および図２に示されるように、枠体２００の第１角部（Ｃ１）において、第１側壁
２０１ｗの外壁面２０１は、その外壁面２０１が対面される筐体３００の凹部の内壁面３
０１に対して、第１距離（ｄ１）だけ離隔される。また、枠体の第１角部（Ｃ１）の隣の
第２角部（Ｃ２）においても同様に、第２側壁２０２ｗの外壁面２０２は、その外壁面２
０２が対面される筐体３００の内壁面３０２に対して、第１距離（ｄ１）だけ離隔される
。
【００５０】
　一方、第１角部（Ｃ１）と第２角部（Ｃ２）に挟まれた第２中央部（Ｄ２）において、
枠体２００の第２側壁２０２ｗの外壁面２０２は、その外壁面２０２が対面される筐体の
内壁面３０２に対して、第２距離（ｄ２）（≒０）だけ離隔される。ここで、第１距離（
ｄ１）は、第２距離（ｄ２）より大きい。
【００５１】
　第１乃至第３側壁の外壁面２０１、２０２、２０３、２０４は、第１乃至第４角部（Ｃ
１～Ｃ４）からそれらの間に設けられる中央部にかけて緩やかな曲面を有する。この曲面
は、第１乃至第３中央部（Ｄ１～Ｄ３）において、筐体の内壁面の方向に向かって凸の曲
面である。例えば、枠体２００の第２側壁２０２ｗの外壁面２０２は、第２中央部（Ｄ２
）を挟んで、第１角部（Ｃ１）から第２角部（Ｃ２）まで所定の曲率を有して連続して湾
曲された曲面とされている。
【００５２】
　枠体が筐体に収容されたとき、枠体の第１乃至第４角部（Ｃ１～Ｃ４）において、第１
乃至第３側壁と、筐体の第１乃至第３内壁面との間隔が第１乃至第３中央部（Ｄ１～Ｄ３
）におけるより広く確保される。すなわち、第１乃至第４角部（Ｃ１～Ｃ４）には、枠体
の形状の変形または移動による枠体の位置変化を受容することができる空間が形成される
。枠体と筐体は、筐体の中央部において当接されており、さらに枠あるいは導光板が熱膨
張により変形しても、枠と筐体との固定を強固なものとすることができる。
【００５３】
　本実施例におけるバックライトアセンブリは、枠体の側壁の第１乃至第３中央部（Ｄ１
～Ｄ３）において枠体と筐体の内壁面との距離を最小化させている。これにより、枠体と
筐体との固定が強固となるため、筐体内を枠体が移動することがなくなり、摩擦音や衝突
音によるノイズの発生を減少することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明は、振動などに強く、薄型化、小型化、低消費電力化された半導体発光装置とし
て、液晶のバックライトなどの面状光源として利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】図１は、本発明の一実施例におけるバックライトアセンブリの模式的な斜視図で
ある。
【図２】図２は、本発明の一実施例におけるバックライトアセンブリの模式的な上面図で
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ある。
【図３】図３は、本発明の一実施例における枠体の模式的な上面図である。
【符号の説明】
【００５６】
１００・・・導光板
１０１、１０２、１０３、１０４・・・導光板の第１乃至第４側面
２００・・・枠体
２０１、２０２、２０３、２０４・・・枠体の第１乃至第４外壁面
２０１ｗ、２０２ｗ、２０３ｗ、２０４ｗ・・・枠体の第１乃至第４側壁
３００・・・筐体
３０１、３０２、３０３、３０４・・・筐体の第１乃至第４内壁面

【図１】 【図２】

【図３】
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